
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習得・活用・振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題設定 

                           

解
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旭川市立朝日小学校                授業日：令和元年９月９日（月）２校時 

学年 教科 単元名 児童 場所 指導者 

５年  算数科 単位量あたりの大きさ ５年１組３２名 
5年 1組 

教室 
紺野 愛子 
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一つの量
に着目し
ても比べ
られない
ときは，
どのよう
にして比
べること
ができる
のだろう
か。① 

育成する思考力・判断力・思考力 
「異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し，目的に応じて大 
きさを比べたり表現したりする方法を考察し，それらを日常生活に生かす力」 

１ 単元について 

混みぐあ
い（人口密
度）③ 

まとめ⑧ 

例：入場者

数や交通

量，収量，

作業量な

ど生活場

面から見

いだした

問題を解

決する 

 

ペンキ， 

リボン⑥

（活用） 

 
 
学んだこ
とを使お
う⑦（活
用） 
 

単位量あたりの大きさ 数直線のかき方 帰納的，演繹的に説明する 

混みぐあい
（エレベータ
ー）①② 

身に付けさせる知識・技能 

見いだした変化や対応についての特徴を適用して，目的に応じて二つの数

量の関係を表や式を用いて考察し，粘り強く問題解決に取り組む姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一つの量に着目しても比べられないときは，二つの数量の関係に着目して，目的に

応じて大きさを比べたり表現したりすると，結果を求めることができる。 

 

 

 

 

 

混みぐあい④ 

（ジャガイモ収穫量）（活用） 

数量を比較できる 

未知の数量を求める  
（ガソリン道のり，ガソリンの量）⑤ 

単位量当たりの大きさをもとに未

知の数量を求めることができる 

算数の学習場面から見いだした問題を解決する活動 

日常の事象から見いだした問題を解決する活動 活用 

習得 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋

道を立てて考え，統合的・発展的に考えること 

数学的な 
見方・考え方 

 

子どもの深
い学びの姿 
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 本単元で育てたい資質・能力  
【C 変化と関係】C（2） 異種の二つの量の割合 
（２） 異種の二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 
【知識・技能】 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
 （ア） 速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し，それを求めるこ

と。 
【思考力・判断力・表現力等】 
 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
 （ア） 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し，目的に応じて大きさ

を比べたり表現したりする方法を考察し，それらを日常生活に生かすこと。 
【学びに向かう力，人間性等】 

   数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを
求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用
しようとする態度を養う。 

 

 単元について  
 
 
 
 
 
 児童がこれまでに学習してきた量は，長さ，重さ，面積，時間，角の大きさなど，いずれも
加法性のある量（外延量）であった。前単元では，これらの量の測定値について，不均一なも
のをならすという考え方に着目し，平均を用いて表すことを学習した。 

 本単元では，これらを生かして，異種の２つの量の割合で表される量（内包量）を扱い，混
みぐあいなどを単位量当たりの大きさで比較することを指導する。本単元のねらいは，異種の
２つの量のどちらかを１にそろえることのよさを捉え比べ方や表し方を理解し，それを用い
て考えることができるようにすることである。 

 単元を通して，単位量あたりの大きさを用いて比べるとより能率的に比べられることがで
きることを実感させ，速さ，割合の学習につながる指導をしていく。 

 

C 変化と関係 

（４）異種の２つの量の割合としてとらえられる数量について，その比べ方や表し方を理解

できるようにする。 

 児童の実態  
 ４月に実施した教研式ＮＲＴでは，本学級の偏差値平均（Ｍ）は４６．６，標準偏差（Ｓ

Ｄ）は１３．３であった。本単元での活用が必要とされる既習の単元「わり算」は全国正答率
が６９．０に対して本学級は５９．１，「小数の仕組みとその計算」では全国６６．２に対し
て５５．９と，いずれも全国正答率を大きく下回る結果となった。また，本単元と同領域の
「２つの量の関係」でも，わずかに全国正答率を下回っている。 
５月に実施した「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する質問」では，「算

数の勉強は大切だと思いますか。」の問いに，約７割の児童が「思う」と答えているのに対し
て，「算数の勉強は好きですか。」で「好き」と答えた児童が５割を下回っている。また「算数
の問題の解き方がわからないときは，諦めずにいろいろな方法で考えますか。」「算数の授業
で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか。」で「考える」と答えた児童
はいずれも４割を下回っている。 
このことから，本学級の児童は算数が大切だと感じてはいるものの，苦手意識をもってい

る児童が多いことや，授業の中の算数に留まり，身のまわりに生かされている算数に目を向
けることができていないことが伺える。 
算数科の授業においては，問題に真面目に取り組もうとする児童が多いが，数値が大きく

なったり，小数や分数などが計算に入ってきたりすると，数値の操作がうまくいかず，意欲が
低下する傾向がある。また，自分の考えを説明する場面では，半数の児童がノートに答えまで
導くことができているにもかかわらず，発言できる児童は数名に限られている。説明するこ
とに自信がもてなかったり，計算はできるが意味理解が十分ではなかったりする児童が多い。 
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 単元の評価規準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元の目標  

 単位量あたりの大きさの意味を理解し，単位量あたりの大きさで表したり，比べたりする

ことができる。 

 

 
 単元の指導について  
本単元では，面積と人数のように異なった２つの量の割合としてとらえられる数量がある

ことをしっかりと理解させたい。そのために，既習の知識とのつながりを明確にして授業を
仕組んでいくことで，既知をもとに未知の問題を解いていくことができる楽しさを実感させ
ていく。その際には，自分の考えたことを絵や図，言葉などを使い表現し問題場面を的確に捉
え，それらを式と結び付け筋道を立てて表現する活動や伝え合う活動などを取り入れた学習
を展開する。そして，各時間の学習の終末には，それぞれの時間で得た知識や考え方を使って
できる適用問題を設定する。問題の内容や数値を工夫することで，得た知識が他の場面でも
活用できること知ったり，同じやり方で解くことができたという達成感を味わったりさせて
いきたい。 
「つかむ・見通す」段階では，混み具合の問題を取り扱う。混み具合を比べるためには，面

積，人数どちらかだけでは比べることができないことを理解させ，どちらか一方を公倍数や
単位量当たりの大きさでそろえて比べることを理解させていく。その際，いつでも，より簡単
に比較することができる方法はどれかということを考えさせ，単位量当たりの大きさで比較
する良さに帰着させる。また，人口密度を求める場面では，「単位量あたりの大きさ」が生活
の中で生かされていることを実感させ，身近な地域の人口密度を比べる活動を取り入れてい
く。３・４時間目は，１・２時間目で習得した知識・技能の定着を図れる活用問題を設定す
る。 
「追究する」段階では，混み具合以外にも収穫量や燃費などの場面で「単位量あたりの大き

さ」に表して比較することができることに気付かせる。 
「まとめる・広げる」段階では，「単位量あたりの大きさ」の比べ方は，身のまわりの事柄

について数理的に捉え，筋道立てて考えることを通して，身近な生活の中でも活用できる有
用性を感じさせていきたい。 
全段階を通して，数値が複雑になると計算間違いをしやすい児童やわり算の計算が困難な

児童には，計算機を活用することで式の意味や考え方の理解に集中できるように配慮してい
く。 

 子どもの深い学びの姿  

見いだした変化や対応についての特徴を適用して，目的に応じて二つの数量の関係を表や式

を用いて考察し，粘り強く問題解決に取り組む姿 

 

【関心・意欲・態度】 【数学的な考え方】 【技能】 【知能・理解】 

異種の２つの量の割

合としてとらえられ

る数量について，単位

量あたりの大きさな

どを用いて数値化し

たり，それらを進んで

問題解決に生かした

りしようとしている。 

 異種の２つの量の

割合として捉えられ

る数量について，単位

量あたりの大きさを

用いて比べ方や表し

方を考えている。 

異種の２つの量 

の割合として捉えら

れる数量について，単

位量あたりの大きさ

を用いて比べたり表

したりすることがで

きる。 

異種の２つの量の割

合として捉えられる

数量について，単位量

あたりの大きさを用

いた比べ方や表し方

を理解している。 
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次 時 

      問題 
○おもな学習活動 ・具体的内容 

    まとめ 

【 】教師の評価規準（評価方法） 
◇指導の手立て 
☆思考を活性化させるアクティブ化ポイント（用いる思考ス
キル） 

つ
か
む
・
見
通
す 

① 

（
本
時
） 

 

〇 異種の２つの量の割合と捉えられる数量について，
比べ方を考える。 

・ エレベーターの混みぐあいを比べることをとおし
て，面積も人数もそろっていないときの比べ方を考え
る。 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 
  面積，人数のどちらも異なる場合の
混みぐあいの比べ方を考えて，絵や図
，言葉を用いて考えている。 

（発言，ノート） 
◇ 絵や図を使って数値を簡単にして，
混みぐあいを比べるときは，人数や面
積のどちらかにそろえると比べられ
ることを助言する。 

☆④比較する 
  これまで習った長さや重さと違い，
２量の関係を問う問題であることを
捉え，違いを明らかにする。 

追
求
す
る 

② 
 

 
 
 
 
〇 人口密度の意味と求め方を理解する。 
・ 身近な都市の混みぐあいを比べることをとおして，
人口密度の意味と求め方を知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知識・理解】 
  人口密度の意味と求め方を理解し
ている。（発言・ノート） 

◇ 混みぐあいの考え方と同じであり， 
 「１㎢あたりの人数」で比べる方法で
あることを助言する。 

◇ 電卓を活用させる。 
☆⑧関連付ける 
  身近な都市の混みぐあいを比べる
ことを通して，実社会とつながってい
ることを示す。 

追
究
す
る 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

③ 
 

＜活用問題＞ 

 

 

 

 

 
 
 
〇 単位量あたりの混みぐあいを求める問題を解決す
ることができる。 

・ 前時までに学習したこみぐあいを求める方法を使
って３つの基地の混みぐあいを求めて比べる。 

 
 
 
 

 

【数学的な考え方】 
  ２つの量の関係に着目し，どちらか
一方にそろえて，混みぐあいの比べ方
を考えている。 

（発言・ノート） 
【知識・理解】 

 混みぐあいを比べるときに，単位量
あたりの大きさの考え方を用いるこ
とのよさを理解している。 

（ノート） 
◇ １ｍ２あたりや１人あたりの大きさ
で比べるように助言する。 

◇ 必要に応じて個別にヒントを提示
するなどし，混みぐあいの比べ方につ
いて，全員が理解できるようにする。  

☆⑭応用する 
  前時までに習得した知識を使い問
題を解決する。 

２ 単元の指導計画   【８時間扱い 本時１／８時間】 

 

１つの量だけでは比べられないときは，一
方をそろえると比べることができる。 

＜適用問題＞ 
たつきさんの学校には 12㎡の小屋に８ぴき
のうさぎがいます。動物園には，36㎡の広場
に 25ひきのうさぎがいます。どちらがこん
でいるでしょうか。 

どのエレベーターが一番混んでいるでしょうか。 

旭川市と函館市の人口と面積から，２つの
市の混みぐあいを比べましょう。 
旭川市：335292 人 747 ㎢ 
函館市：256917 人 677 ㎢ 

人口密度は，「１ｋｍ２に住んでいる人
数」で，エレベーターの混みぐあいと同
じ考え方求められる。 

＜適用問題＞北海道と神奈川県の人口密度
を四捨五入して，一の位までの概数で求め
ましょう。（電卓使用可） 
地名 人口（人） 面積 (ｋ㎡)   
北海道 5506419 83457 
神奈川県 9048331 2416 

 

 

秘密基地の混みぐあいランキングをつけ

よう。 
 面積（㎡） 人数（人） 

１号 １０ ６ 
２号 １０ ５ 

３号 ８ ５ 

 

 

 

混みぐあいは「１㎡あたり」や「１人あ
たり」の大きさに合わせて比べることが
できる。 
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④ 
 

 

 

 

 

 

〇 混みぐあい以外の場面についても，単位量あたりの
大きさを用いて数量を比較できることを理解する。 

・ ２つの畑の面積とジャガイモの収穫量から，どちら
の畑が良くとれたかを単位量あたりの大きさを求め
て比べる。 

 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 
  単位量あたりの大きさの考え方を
用いて，２つの量の割合でとらえられ
る数量について比べ方を考えている。 

（発言・ノート） 
◇ 数直線に表して，１ｍ２あたりの重
さで比べるように助言する。 

☆⑭応用する 
  面積ととれた重さの２量を比べる
ときも，前時までに習得した知識を使
い問題を解決する。 

⑤ 
 

 
 
 
 
 
〇 単位量あたりの大きさをもとに，未知の数量を求め
ることができる。 

・ １L で１６㎞走る自動車について，９L で走れる道
のりを求める。 

 
 
 
 
 
〇 単位量あたりの大きさをもとに，未知の数量を求め
ることができる。 

・ １Lで１６㎞走る自動車について，８８㎞走るのに
必要なガソリンの量を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【技能】 
  単位量あたりの大きさをもとにし
て，量の大きさを比べることができる
。 

（発言・ノート） 
◇ 数直線をもとに，聞かれていること 
が何かを確認し，立式に結び付ける。 

☆⑭応用する 
単位量あたりの大きさをもとに，未

知の数量も，前時までに習得した知識
を使い問題を解決する。 

面積と収穫量の場合も単位量あたりの大
きさで比べることができる。 

単位量あたりの大きさをもとにすれば求
めることができる。 

＜適用問題＞５Ｌで４２㎡のかべをぬれる
ペンキと，７Ｌで６３㎡ぬれるペンキがあ
ります。どちらのペンキがよくぬれるとい
えるでしょうか。 

 

下の表は，東小学校と西小学校の畑でとれ

たじゃがいもの重さと畑の面積を表して

います。どちらの畑の方がよくとれたとい

えるでしょうか。 
 とれた重さ（㎏） 畑の面積（㎡） 

東小学校 ３６ ９ 

西小学校 ２７ ６ 

 

 

 

ガソリン１Ｌあたり16㎞走る自動車があ

ります。この自動車は，９Ｌのガソリンで

何㎞走るでしょうか。 

ガソリン１Ｌあたり16㎞走る自動車があ

ります。この自動車が88㎞走るには，何Ｌ

のガソリンが必要でしょうか。 

＜適用問題＞３０L のガソリンで５５５ｋ
ｍ走る自動車 A と，２０L のガソリンで５
１８ｋｍ走る自動車 B があります。同じ量
のガソリンでは，自動車 B は自動車 A の
何倍のきょりを走ることでできるでしょう
か？ 
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⑥ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 単位量あたりの大きさをもとに，未知の数量を求め
るいろいろな問題に挑戦する。 

・ 前時までに学習した方法を使ってぬれる板の面積
や買った長さを求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【数学的な考え方】 
  単位量あたりの大きさをもとにし
て，数直線を用いて考えている。 

（発言・ノート） 
【知識・理解】 

単位量あたりの大きをもとにして，
問題を解決することができる。 

（ノート） 
◇ １Lあたりや１ｍあたりの大きさを
もとに考えるように助言する。 

◇ 必要に応じて個別にヒントを提示
するなどし，単位量あたりの大きさを
もとにした考え方について，全員が理
解できるようにする。  

☆⑭応用する 
  前時までに習得した知識を使い問
題を解決する。 

ま
と
め
る
・
広
げ
る 

⑦ 
 

 

 

 

〇 身のまわりの事象を数理的に捉え，平均や単位量あ
たりの大きさについての学習などを活用して，問題を
解決する。 

・ 水を出しっぱなしにしたときに流れた水の量の記
録から，平均や単位量あたりの考えを用いて節水でき
るようについて考える。 

 

 

【関心・意欲・態度】 
  平均や単位量あたりの考えを用い
るよさに気付き，進んで生活や学習に
活用しようとしている。 

（発言・ノート） 
【数学的な考え方】 
  身のまわりにある事柄を，平均や単
位量あたりの考えを用いて考察して
いる。     

（発言・ノート） 
◇ １回分の体積から，順を追って考え
るように助言する。 

☆⑧関連付ける 
  本単元の学びが節水の量を求める
上でつながりがあることを理解し，実
社会とつながっていることを示す。 

⑧ 
 

＜活用問題＞ 

 

 

 

 

 

 

〇 単元のまとめをする 

・ 単位量あたりの大きさの求め方の定着を図り，求め
た結果を自分の生活に照らして考える。 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 
  単位量あたりの考えを用いるよさ
に気付き，進んで生活や学習に活用し
ようとしている。 

（発言・ノート） 
【数学的な考え方】 
  身のまわりにある事柄を，平均や単
位量あたりの考えを用いて考察して
いる。     

（発言・ノート） 
◇求めた結果から，実際の生活場面にお
いて自分ならどちらの店に行きたい
か理由を付けて考えるように助言す
る。 

 
☆⑲評価する 
  示された視点や観点をもとに，全員
が自分の考えをもったり，友達の考え
を取り入れて自分なりに考えを整理
したりする。 

 

②１ｍあたりのねだんが１４０円のリボンが
あります。このリボンを３．５ｍ買うと，代
金は何円になるでしょうか。 

①１Ｌあたり３.５㎡の板をぬれるペンキが
あります。このペンキ２．１L では，何㎡
の板をぬれるでしょうか。また，０.７㎡で
は，何㎡の板をぬれるでしょうか。 

 

単位量あたりの大きさをもとにした考え
を使って求めることができる。 

「単位量あたりの大きさ」の比べ方は，
身近な生活の中でも活用することができ
る。 

あなたならどちらのお店で買いますか？ 
店名 冊数

（冊） 
値段（円） 

驚安！！ 
アイコホーテ 

１０ １２００ 

毎日お得！ 
コンノチャン
フォー 

８ １０４０ 

 

これまでに習った考え方を使って求める
ことができた。 

めいさんは，学校の水道で 5 秒後に何 ml
の水が出るかを調べて，下の表にまとめま
した。この結果をもとに，節水について考
えてみましょう。 

 

＜適用問題＞120円で４ｍ買えるリボンがあ
ります。このリボンを何ｍか買ったら，代金
は 270円でした。リボンを何ｍ買ったでしょ
う。 
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（1） 本時の目標 

 ・混みぐあいの比べ方や表し方を一方にそろえて考えることができる。（数学的な考え方） 

・単位量あたりの大きさの意味を理解する。（知識・理解） 

（2） 本時の展開【１時間目／８時間扱い】＊思考アクティブ化シート Ｂ－①【課題意識重視】 

 
子供の学習活動 子供の思考 

□教師の働きかけ 

◎主な発問 ◆評価（評価方法） 

☆思考アクティブ化ポイント 

導
入
２
０
分 

１ 問題を把握する 
 
 

 
２ 図を提示して「混みぐあい」を共通

理解する 
・人数が同じなら，面積が狭い方が混ん

でいる 
・面積が同じなら，人数が多い方が混ん

でいる 
・人数を「ならす」ことが必要 
 
３ １号機，２号機，３号機の図や表か

ら，どのエレベーターが混んでいると
いえるか予想する 

・絵を見て，感じたこと,わかったこと

を出す（見た目） 

 ・表からわかることを出す（数値や項

目の違いに注目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 解決の見通しをもつ   
 ・そろえられそうなものを予想する 

  
 
 
 
□混み具合を理解しやすいよ

うに概念がわかりやすい図
を見比べて，「混んでい
る」という場面のイメージ
化を図る。 

☆これまで習った長さや重さ

と違い，２量の関係を問う

問題であることを捉え，違

いを明らかにする。 

【思ア④比較する】 
 
☆「そろえて比べる」という

観点から，同じ数のものか

ら比べ，どちらも比べられ

ない１号機と３号機に絞

り，２量が違う場合の比べ

方に焦点をあてる。 

【思ア③焦点化する】 

 

 

◎面積も人数もそろっていな

いときは，どのようにして

比べるのかな。 

展
開
２
０
分 

５ 個人で考える 
【①図】   
１号機         ３号機 ● 

 

 

 

 

 

1 マスに 3 人ずつならしてみると 3 号機

は一人あまるから，3 の方が混んでいる 

【②公倍数（面積を３０㎡にそろえる）】 

1 号機 18 人×5＝９０人 

3 号機 16 人×6=９６人 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●

●

● ●●

● 

●●

● 

 □途中まででも自分の考えを

もてるよう，考えの進まな

い子には１㎡で区切った図

を渡したり，数直線を使う

ように促したりする。 
 
 
 
 
 
 

□①と④が同じ考えを示して

いることに気付かせる。 
 
 

３ 本時の学習 

 

どのエレベーターが一番混んでいるでしょうか。 

どのようにしたら比べられるか考え，説明しよう。 

人数だけでな
く，「面積」も
関係あるんだ 

平均と同じ

で、ならす必
要があるな 

1 号機と 2 号機は
面積が同じだか

ら比べられる！ 

２号機と３号機
は人数が同じだ
から比べられ

る！ あれ？1 号機と 3 号
機は面積も人数もそ

ろっていないな。ど
うやって比べよう？ 

どちらかがそろって

いれば比べられそう 

分数のときに２つの数の
公倍数でそろえたな 
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同じ面積なら人数の多い 3 号機の方が混んでいる 

【③公倍数（人数を 144人にそろえる）】 

1 号機 6 ㎡×８＝４８㎡ 

3 号機 ５㎡×９＝４５㎡ 

人数が同じなら面積の狭い３号機が混んでいる 

【④１㎡あたりの人数】 

1 号機 １８÷６＝３人 

3 号機 １６÷５＝３．２人 

面積が同じなら人数の多い 3 号機が混んでいる 

【⑤1人あたりの面積】 

1 号機 6÷１８＝０．３３・・ 

3 号機 5÷１６＝０．３１２５ 

人数が同じなら面積の狭い 3 号機が混んでいる 

 
６ 解決方法を発表し，全体で話し合う 

・ホワイトボードを用いて，数名の考え

を発表する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・速く・簡単に・正確に・どんな時でも

使える考え方を選ぶ 

4 号機「４㎡で１５人」の場合は，ど

のやり方で説明するか考える。 
（グループ→全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□④も⑤もどちらも出なかっ

た場合は，次時につなげる

ために，教師から式や図を

示し，どんな考え方をした

のか考えさせる。 

□発表した考えに足りないと

ころや間違いがあったら，

みんなで続きを考えたり，

付け加えたりしていく。 

□友達の説明を聞いて，わか

らないことや疑問に思った

ことは納得するまで質問を

するよう促す。 

□聞いている子に聞き直しを

して，理解度を把握する。 

 

□4 号機を出すことで，単位

量の比べ方の効率の良さに

気付かせる。 

◎これらの考え方のうち「は

かせどん」（速く，簡単，

正確な，どんなときでも使

える方法）はどれだろう。 

☆観点をもとに複数の考え方

を比べ，自分なりに良いと

思った方法を考える。 

【思ア①多面的にみる】 

□「はかせどん」に選んだ理

由を，本時で出た考えの言

葉や数字や図などをもとに

して考えさせる。 

◆混みぐあいについて,単位

量あたりの大きさなどを用

１㎡や１人を
求めるには数
直線が活用で

きるな 

私の考えと
同じだな

（違うな） 

そんなやり
方気付かな

かった 

②③は数が大

きくなるな 

〇〇さんの考
えで，解いて

みたいな 

この場合は１
あたりが計算

しやすいんじ
ゃないかな？ 

②③なら，4号
機と比べ直し
だ 

ど の 考え も
「そろえる」
ことが共通し

ているな 

展
開
２
０
分 
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◇評価規準の具体（評価方法：発言，ノート） 
【数学的な考え方】 
大いに満足できる（ＡＡ）：混みぐあいの比べ方や表し方を，単位量あたりの大きさを使って

求めることができ，単位量を使うよさを説明することができる。 
十分に満足できる（ Ａ ）： 混みぐあいの比べ方や表し方を，単位量あたりの大きさに着目し

て考え，今までの学習内容と関連付けたり，友達の発言なども生
かしたりしながら説明することができる。 

おおむね満足できる（ Ｂ ）：混みぐあいの比べ方や表し方を，面積か人数のどちらかをそろえ
るということに気付き，自分なりの考えをもつことができる。                                       

努力を要する児童への指導：人数と面積との関係を捉えやすいように，簡単な数値に置き換え
るなどして具体例を示し，思考を促す。 

 
 
 
 

いて比べる方法を考え，説

明することができている。 

（発言，ノート） 

7 本時の学習をまとめる 

 

 

 

8 確かめ問題を解く 

 P１１１ １ 

 

 

９ 確認問題の提示で次時への意欲をも

つ 

  

 

 

 

 

１０ 本時の学習をふり返る 

「日常生活の中で，この学習が使えそう

な場面はどんなことですか」 

  

 

 

 

□単位量あたりに収束しなく

ても，確かめ問題や確認問

題で，公倍数の大変さに気

付かせていく。 

(3)評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)板書計画 
９／９ｐ１０９  
「混みぐあい」       

●  ● 
●  

面積が同じなら 

人数が多い方が混んでいる  

●  ●       
●         ６㎡１８人 ６㎡１６人 ５㎡１６人 

           
          ○予 ・そろえる １㎡，公倍数，かけ算 
人数が同じなら        ・数直線 

面積がせまい方が混んでいる  ・図 

 ●●●  ● 

   ●  ● 

 

ならすと同じ 

一つの量だけでは比べられないときは，一方をそろえると比べることができる。
そのときに，一方を「１」にそろえると比べやすい。（単位量あたりの大きさ） 

旭川市と函館市の人口と面積から，２

つの市の混みぐあいを比べましょう。 
旭川市：335292 人 747 ㎢ 

函館市：256917 人 677 ㎢ 

1 ㎡にそろえ
てみようかな 

公倍数より
も１にそろ
えた方が計

算は楽かも 

これも面積
と人数だか

らら，同じ考
えでできそ
う 

公倍数だと
無理だなぁ 

○課  どのようにしたら比べられるか考え，説明しよう。 

1 号機 

 

２号機 

 

３ 号

機 

 

（ 児 童 の

考え） 

 

（ 児 童 の

考え） 

 
（ 児 童 の

考え） 

 

（ 児 童 の

考え） 

 

○ま一つの量だけでは比べられないときは，一方をそろ

えると比べることができる。一方を１にそろえると

比べやすい。 

終
末
５
分 
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習得・活用・振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題設定 

                           

解
決
・ 

ま
と
め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用 

旭川市立朝日小学校                授業日：令和元年９月９日（月）２校時 

学年 教科 単元名 児童 場所 指導者 

５年  算数科 単位量あたりの大きさ ５年１組３２名 
5年 1組 

教室 
紺野 愛子 

 

 

単元マップ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つの
量に着
目して
も比べ
られな
いとき
は，ど
のよう
にして
比べる
ことが
できる
のだろ
うか。
① 

育成する思考力・判断力・思考力 
「異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し，目的に応じて大 
きさを比べたり表現したりする方法を考察し，それらを日常生活に生かす力」 

１ 単元について 

混みぐあ
い（人口密
度）③ 

まとめ⑧ 

例：入場者

数や交通

量，収量，

作業量な

ど生活場

面から見

いだした

問題を解

決する 

 

ペンキ， 

リボン⑥

（活用） 

 
 
学んだこ
とを使お
う⑦（活
用） 
 

単位量あたりの大きさ 数直線のかき方 帰納的，演繹的に説明する 

混みぐあい
（エレベータ
ー）①② 

身に付けさせる知識・技能 

見いだした変化や対応についての特徴を適用して，目的に応じて二つの数

量の関係を表や式を用いて考察し，粘り強く問題解決に取り組む姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一つの量に着目しても比べられないときは，二つの数量の関係に着目して，目的に

応じて大きさを比べたり表現したりすると，結果を求めることができる。 

 

 

 

 

 

混みぐあい④ 

（ジャガイモ収穫量）（活用） 

数量を比較できる 

未知の数量を求める  
（ガソリン道のり，ガソリンの量）⑤ 

単位量当たりの大きさをもとに未

知の数量を求めることができる 

算数の学習場面から見いだした問題を解決する活動 

日常の事象から見いだした問題を解決する活動 活用 

習得 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋

道を立てて考え，統合的・発展的に考えること 

数学的な 
見方・考え方 

 

子どもの深
い学びの姿 
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 本単元で育てたい資質・能力  
【C 変化と関係】C（2） 異種の二つの量の割合 
（２） 異種の二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 
【知識・技能】 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
 （ア） 速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し，それを求めるこ

と。 
【思考力・判断力・表現力等】 
 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
 （ア） 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し，目的に応じて大きさ

を比べたり表現したりする方法を考察し，それらを日常生活に生かすこと。 
【学びに向かう力，人間性等】 

   数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを
求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用
しようとする態度を養う。 

 

 単元について  
 
 
 
 
 
 児童がこれまでに学習してきた量は，長さ，重さ，面積，時間，角の大きさなど，いずれも
加法性のある量（外延量）であった。前単元では，これらの量の測定値について，不均一なも
のをならすという考え方に着目し，平均を用いて表すことを学習した。 

 本単元では，これらを生かして，異種の２つの量の割合で表される量（内包量）を扱い，混
みぐあいなどを単位量当たりの大きさで比較することを指導する。本単元のねらいは，異種の
２つの量のどちらかを１にそろえることのよさを捉え比べ方や表し方を理解し，それを用い
て考えることができるようにすることである。 

 単元を通して，単位量あたりの大きさを用いて比べるとより能率的に比べられることがで
きることを実感させ，速さ，割合の学習につながる指導をしていく。 

 

C 変化と関係 

（４）異種の２つの量の割合としてとらえられる数量について，その比べ方や表し方を理解

できるようにする。 

 児童の実態  
 ４月に実施した教研式ＮＲＴでは，本学級の偏差値平均（Ｍ）は４６．６，標準偏差（Ｓ

Ｄ）は１３．３であった。本単元での活用が必要とされる既習の単元「わり算」は全国正答率
が６９．０に対して本学級は５９．１，「小数の仕組みとその計算」では全国６６．２に対し
て５５．９と，いずれも全国正答率を大きく下回る結果となった。また，本単元と同領域の
「２つの量の関係」でも，わずかに全国正答率を下回っている。 
５月に実施した「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する質問」では，「算

数の勉強は大切だと思いますか。」の問いに，約７割の児童が「思う」と答えているのに対し
て，「算数の勉強は好きですか。」で「好き」と答えた児童が５割を下回っている。また「算数
の問題の解き方がわからないときは，諦めずにいろいろな方法で考えますか。」「算数の授業
で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか。」で「考える」と答えた児童
はいずれも４割を下回っている。 
このことから，本学級の児童は算数が大切だと感じてはいるものの，苦手意識をもってい

る児童が多いことや，授業の中の算数に留まり，身のまわりに生かされている算数に目を向
けることができていないことが伺える。 
算数科の授業においては，問題に真面目に取り組もうとする児童が多いが，数値が大きく

なったり，小数や分数などが計算に入ってきたりすると，数値の操作がうまくいかず，意欲が
低下する傾向がある。また，自分の考えを説明する場面では，半数の児童がノートに答えまで
導くことができているにもかかわらず，発言できる児童は数名に限られている。説明するこ
とに自信がもてなかったり，計算はできるが意味理解が十分ではなかったりする児童が多い。 
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 単元の評価規準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元の目標  

 単位量あたりの大きさの意味を理解し，単位量あたりの大きさで表したり，比べたりする

ことができる。 

 

 
 単元の指導について  
本単元では，面積と人数のように異なった２つの量の割合としてとらえられる数量がある

ことをしっかりと理解させたい。そのために，既習の知識とのつながりを明確にして授業を
仕組んでいくことで，既知をもとに未知の問題を解いていくことができる楽しさを実感させ
ていく。その際には，自分の考えたことを絵や図，言葉などを使い表現し問題場面を的確に捉
え，それらを式と結び付け筋道を立てて表現する活動や伝え合う活動などを取り入れた学習
を展開する。そして，各時間の学習の終末には，それぞれの時間で得た知識や考え方を使って
できる適用問題を設定する。問題の内容や数値を工夫することで，得た知識が他の場面でも
活用できること知ったり，同じやり方で解くことができたという達成感を味わったりさせて
いきたい。 
「つかむ・見通す」段階では，混み具合の問題を取り扱う。混み具合を比べるためには，面

積，人数どちらかだけでは比べることができないことを理解させ，どちらか一方を公倍数や
単位量当たりの大きさでそろえて比べることを理解させていく。その際，いつでも，より簡単
に比較することができる方法はどれかということを考えさせ，単位量当たりの大きさで比較
する良さに帰着させる。また，人口密度を求める場面では，「単位量あたりの大きさ」が生活
の中で生かされていることを実感させ，身近な地域の人口密度を比べる活動を取り入れてい
く。３・４時間目は，１・２時間目で習得した知識・技能の定着を図れる活用問題を設定す
る。 
「追究する」段階では，混み具合以外にも収穫量や燃費などの場面で「単位量あたりの大き

さ」に表して比較することができることに気付かせる。 
「まとめる・広げる」段階では，「単位量あたりの大きさ」の比べ方は，身のまわりの事柄

について数理的に捉え，筋道立てて考えることを通して，身近な生活の中でも活用できる有
用性を感じさせていきたい。 
全段階を通して，数値が複雑になると計算間違いをしやすい児童やわり算の計算が困難な

児童には，計算機を活用することで式の意味や考え方の理解に集中できるように配慮してい
く。 

 子どもの深い学びの姿  

見いだした変化や対応についての特徴を適用して，目的に応じて二つの数量の関係を表や式

を用いて考察し，粘り強く問題解決に取り組む姿 

 

【関心・意欲・態度】 【数学的な考え方】 【技能】 【知能・理解】 

異種の２つの量の割

合としてとらえられ

る数量について，単位

量あたりの大きさな

どを用いて数値化し

たり，それらを進んで

問題解決に生かした

りしようとしている。 

 異種の２つの量の

割合として捉えられ

る数量について，単位

量あたりの大きさを

用いて比べ方や表し

方を考えている。 

異種の２つの量 

の割合として捉えら

れる数量について，単

位量あたりの大きさ

を用いて比べたり表

したりすることがで

きる。 

異種の２つの量の割

合として捉えられる

数量について，単位量

あたりの大きさを用

いた比べ方や表し方

を理解している。 
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次 時 

      問題 
○おもな学習活動 ・具体的内容 

    まとめ 

【 】教師の評価規準（評価方法） 
◇指導の手立て 
☆思考を活性化させるアクティブ化ポイント（用いる思考ス
キル） 

つ
か
む
・
見
通
す 

① 

（
本
時
） 

 

〇 異種の２つの量の割合と捉えられる数量について，
比べ方を考える。 

・ エレベーターの混みぐあいを比べることをとおし
て，面積も人数もそろっていないときの比べ方を考え
る。 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 
  面積，人数のどちらも異なる場合の
混みぐあいの比べ方を考えて，絵や図
，言葉を用いて考えている。 

（発言，ノート） 
◇ 絵や図を使って数値を簡単にして，
混みぐあいを比べるときは，人数や面
積のどちらかにそろえると比べられ
ることを助言する。 

☆④比較する 
  これまで習った長さや重さと違い，
２量の関係を問う問題であることを
捉え，違いを明らかにする。 

追
求
す
る 

② 
 

 
 
 
 
〇 人口密度の意味と求め方を理解する。 
・ 身近な都市の混みぐあいを比べることをとおして，
人口密度の意味と求め方を知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知識・理解】 
  人口密度の意味と求め方を理解し
ている。（発言・ノート） 

◇ 混みぐあいの考え方と同じであり， 
 「１㎢あたりの人数」で比べる方法で
あることを助言する。 

◇ 電卓を活用させる。 
☆⑧関連付ける 
  身近な都市の混みぐあいを比べる
ことを通して，実社会とつながってい
ることを示す。 

追
究
す
る 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

③ 
 

＜活用問題＞ 

 

 

 

 

 
 
 
〇 単位量あたりの混みぐあいを求める問題を解決す
ることができる。 

・ 前時までに学習したこみぐあいを求める方法を使
って３つの基地の混みぐあいを求めて比べる。 

 
 
 
 

 

【数学的な考え方】 
  ２つの量の関係に着目し，どちらか
一方にそろえて，混みぐあいの比べ方
を考えている。 

（発言・ノート） 
【知識・理解】 

 混みぐあいを比べるときに，単位量
あたりの大きさの考え方を用いるこ
とのよさを理解している。 

（ノート） 
◇ １ｍ２あたりや１人あたりの大きさ
で比べるように助言する。 

◇ 必要に応じて個別にヒントを提示
するなどし，混みぐあいの比べ方につ
いて，全員が理解できるようにする。  

☆⑭応用する 
  前時までに習得した知識を使い問
題を解決する。 

２ 単元の指導計画   【８時間扱い 本時１／８時間】 

 

１つの量だけでは比べられないときは，一
方をそろえると比べることができる。 

＜適用問題＞ 
たつきさんの学校には 12㎡の小屋に８ぴき
のうさぎがいます。動物園には，36㎡の広場
に 25ひきのうさぎがいます。どちらがこん
でいるでしょうか。 

どのエレベーターが一番混んでいるでしょうか。 

旭川市と函館市の人口と面積から，２つの
市の混みぐあいを比べましょう。 
旭川市：335292 人 747 ㎢ 
函館市：256917 人 677 ㎢ 

人口密度は，「１ｋｍ２に住んでいる人
数」で，エレベーターの混みぐあいと同
じ考え方求められる。 

＜適用問題＞北海道と神奈川県の人口密度
を四捨五入して，一の位までの概数で求め
ましょう。（電卓使用可） 
地名 人口（人） 面積 (ｋ㎡)   
北海道 5506419 83457 
神奈川県 9048331 2416 

 

 

秘密基地の混みぐあいランキングをつけ

よう。 
 面積（㎡） 人数（人） 

１号 １０ ６ 
２号 １０ ５ 

３号 ８ ５ 

 

 

 

混みぐあいは「１㎡あたり」や「１人あ
たり」の大きさに合わせて比べることが
できる。 
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④ 
 

 

 

 

 

 

〇 混みぐあい以外の場面についても，単位量あたりの
大きさを用いて数量を比較できることを理解する。 

・ ２つの畑の面積とジャガイモの収穫量から，どちら
の畑が良くとれたかを単位量あたりの大きさを求め
て比べる。 

 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 
  単位量あたりの大きさの考え方を
用いて，２つの量の割合でとらえられ
る数量について比べ方を考えている。 

（発言・ノート） 
◇ 数直線に表して，１ｍ２あたりの重
さで比べるように助言する。 

☆⑭応用する 
  面積ととれた重さの２量を比べる
ときも，前時までに習得した知識を使
い問題を解決する。 

⑤ 
 

 
 
 
 
 
〇 単位量あたりの大きさをもとに，未知の数量を求め
ることができる。 

・ １L で１６㎞走る自動車について，９L で走れる道
のりを求める。 

 
 
 
 
 
〇 単位量あたりの大きさをもとに，未知の数量を求め
ることができる。 

・ １Lで１６㎞走る自動車について，８８㎞走るのに
必要なガソリンの量を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【技能】 
  単位量あたりの大きさをもとにし
て，量の大きさを比べることができる
。 

（発言・ノート） 
◇ 数直線をもとに，聞かれていること 
が何かを確認し，立式に結び付ける。 

☆⑭応用する 
単位量あたりの大きさをもとに，未

知の数量も，前時までに習得した知識
を使い問題を解決する。 

面積と収穫量の場合も単位量あたりの大
きさで比べることができる。 

単位量あたりの大きさをもとにすれば求
めることができる。 

＜適用問題＞５Ｌで４２㎡のかべをぬれる
ペンキと，７Ｌで６３㎡ぬれるペンキがあ
ります。どちらのペンキがよくぬれるとい
えるでしょうか。 

 

下の表は，東小学校と西小学校の畑でとれ

たじゃがいもの重さと畑の面積を表して

います。どちらの畑の方がよくとれたとい

えるでしょうか。 
 とれた重さ（㎏） 畑の面積（㎡） 

東小学校 ３６ ９ 

西小学校 ２７ ６ 

 

 

 

ガソリン１Ｌあたり16㎞走る自動車があ

ります。この自動車は，９Ｌのガソリンで

何㎞走るでしょうか。 

ガソリン１Ｌあたり16㎞走る自動車があ

ります。この自動車が88㎞走るには，何Ｌ

のガソリンが必要でしょうか。 

＜適用問題＞３０L のガソリンで５５５ｋ
ｍ走る自動車 A と，２０L のガソリンで５
１８ｋｍ走る自動車 B があります。同じ量
のガソリンでは，自動車 B は自動車 A の
何倍のきょりを走ることでできるでしょう
か？ 

 

－朝日小５年　算数－



 

⑥ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 単位量あたりの大きさをもとに，未知の数量を求め
るいろいろな問題に挑戦する。 

・ 前時までに学習した方法を使ってぬれる板の面積
や買った長さを求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【数学的な考え方】 
  単位量あたりの大きさをもとにし
て，数直線を用いて考えている。 

（発言・ノート） 
【知識・理解】 

単位量あたりの大きをもとにして，
問題を解決することができる。 

（ノート） 
◇ １Lあたりや１ｍあたりの大きさを
もとに考えるように助言する。 

◇ 必要に応じて個別にヒントを提示
するなどし，単位量あたりの大きさを
もとにした考え方について，全員が理
解できるようにする。  

☆⑭応用する 
  前時までに習得した知識を使い問
題を解決する。 

ま
と
め
る
・
広
げ
る 

⑦ 
 

 

 

 

〇 身のまわりの事象を数理的に捉え，平均や単位量あ
たりの大きさについての学習などを活用して，問題を
解決する。 

・ 水を出しっぱなしにしたときに流れた水の量の記
録から，平均や単位量あたりの考えを用いて節水でき
るようについて考える。 

 

 

【関心・意欲・態度】 
  平均や単位量あたりの考えを用い
るよさに気付き，進んで生活や学習に
活用しようとしている。 

（発言・ノート） 
【数学的な考え方】 
  身のまわりにある事柄を，平均や単
位量あたりの考えを用いて考察して
いる。     

（発言・ノート） 
◇ １回分の体積から，順を追って考え
るように助言する。 

☆⑧関連付ける 
  本単元の学びが節水の量を求める
上でつながりがあることを理解し，実
社会とつながっていることを示す。 

⑧ 
 

＜活用問題＞ 

 

 

 

 

 

 

〇 単元のまとめをする 

・ 単位量あたりの大きさの求め方の定着を図り，求め
た結果を自分の生活に照らして考える。 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 
  単位量あたりの考えを用いるよさ
に気付き，進んで生活や学習に活用し
ようとしている。 

（発言・ノート） 
【数学的な考え方】 
  身のまわりにある事柄を，平均や単
位量あたりの考えを用いて考察して
いる。     

（発言・ノート） 
◇求めた結果から，実際の生活場面にお
いて自分ならどちらの店に行きたい
か理由を付けて考えるように助言す
る。 

 
☆⑲評価する 
  示された視点や観点をもとに，全員
が自分の考えをもったり，友達の考え
を取り入れて自分なりに考えを整理
したりする。 

 

②１ｍあたりのねだんが１４０円のリボンが
あります。このリボンを３．５ｍ買うと，代
金は何円になるでしょうか。 

①１Ｌあたり３.５㎡の板をぬれるペンキが
あります。このペンキ２．１L では，何㎡
の板をぬれるでしょうか。また，０.７㎡で
は，何㎡の板をぬれるでしょうか。 

 

単位量あたりの大きさをもとにした考え
を使って求めることができる。 

「単位量あたりの大きさ」の比べ方は，
身近な生活の中でも活用することができ
る。 

あなたならどちらのお店で買いますか？ 
店名 冊数

（冊） 
値段（円） 

驚安！！ 
アイコホーテ 

１０ １２００ 

毎日お得！ 
コンノチャン
フォー 

８ １０４０ 

 

これまでに習った考え方を使って求める
ことができた。 

めいさんは，学校の水道で 5 秒後に何 ml
の水が出るかを調べて，下の表にまとめま
した。この結果をもとに，節水について考
えてみましょう。 

 

＜適用問題＞120円で４ｍ買えるリボンがあ
ります。このリボンを何ｍか買ったら，代金
は 270円でした。リボンを何ｍ買ったでしょ
う。 
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（1） 本時の目標 

 ・混みぐあいの比べ方や表し方を一方にそろえて考えることができる。（数学的な考え方） 

・単位量あたりの大きさの意味を理解する。（知識・理解） 

（2） 本時の展開【１時間目／８時間扱い】＊思考アクティブ化シート Ｂ－①【課題意識重視】 

 
子供の学習活動 子供の思考 

□教師の働きかけ 

◎主な発問 ◆評価（評価方法） 

☆思考アクティブ化ポイント 

導
入
２
０
分 

１ 問題を把握する 
 
 

 
２ 図を提示して「混みぐあい」を共通

理解する 
・人数が同じなら，面積が狭い方が混ん

でいる 
・面積が同じなら，人数が多い方が混ん

でいる 
・人数を「ならす」ことが必要 
 
３ １号機，２号機，３号機の図や表か

ら，どのエレベーターが混んでいると
いえるか予想する 

・絵を見て，感じたこと,わかったこと

を出す（見た目） 

 ・表からわかることを出す（数値や項

目の違いに注目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 解決の見通しをもつ   
 ・そろえられそうなものを予想する 

  
 
 
 
□混み具合を理解しやすいよ

うに概念がわかりやすい図
を見比べて，「混んでい
る」という場面のイメージ
化を図る。 

☆これまで習った長さや重さ

と違い，２量の関係を問う

問題であることを捉え，違

いを明らかにする。 

【思ア④比較する】 
 
☆「そろえて比べる」という

観点から，同じ数のものか

ら比べ，どちらも比べられ

ない１号機と３号機に絞

り，２量が違う場合の比べ

方に焦点をあてる。 

【思ア③焦点化する】 

 

 

◎面積も人数もそろっていな

いときは，どのようにして

比べるのかな。 

展
開
２
０
分 

５ 個人で考える 
【①図】   
１号機         ３号機 ● 

 

 

 

 

 

1 マスに 3 人ずつならしてみると 3 号機

は一人あまるから，3 の方が混んでいる 

【②公倍数（面積を３０㎡にそろえる）】 

1 号機 18 人×5＝９０人 

3 号機 16 人×6=９６人 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●●

● 

●

●

● ●●

● 

●●

● 

 □途中まででも自分の考えを

もてるよう，考えの進まな

い子には１㎡で区切った図

を渡したり，数直線を使う

ように促したりする。 
 
 
 
 
 
 

□①と④が同じ考えを示して

いることに気付かせる。 
 
 

３ 本時の学習 

 

どのエレベーターが一番混んでいるでしょうか。 

どのようにしたら比べられるか考え，説明しよう。 

人数だけでな
く，「面積」も
関係あるんだ 

平均と同じ

で、ならす必
要があるな 

1 号機と 2 号機は
面積が同じだか

ら比べられる！ 

２号機と３号機
は人数が同じだ
から比べられ

る！ あれ？1 号機と 3 号
機は面積も人数もそ

ろっていないな。ど
うやって比べよう？ 

どちらかがそろって

いれば比べられそう 

分数のときに２つの数の
公倍数でそろえたな 
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同じ面積なら人数の多い 3 号機の方が混んでいる 

【③公倍数（人数を 144人にそろえる）】 

1 号機 6 ㎡×８＝４８㎡ 

3 号機 ５㎡×９＝４５㎡ 

人数が同じなら面積の狭い３号機が混んでいる 

【④１㎡あたりの人数】 

1 号機 １８÷６＝３人 

3 号機 １６÷５＝３．２人 

面積が同じなら人数の多い 3 号機が混んでいる 

【⑤1人あたりの面積】 

1 号機 6÷１８＝０．３３・・ 

3 号機 5÷１６＝０．３１２５ 

人数が同じなら面積の狭い 3 号機が混んでいる 

 
６ 解決方法を発表し，全体で話し合う 

・ホワイトボードを用いて，数名の考え

を発表する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・速く・簡単に・正確に・どんな時でも

使える考え方を選ぶ 

4 号機「４㎡で１５人」の場合は，ど

のやり方で説明するか考える。 
（グループ→全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□④も⑤もどちらも出なかっ

た場合は，次時につなげる

ために，教師から式や図を

示し，どんな考え方をした

のか考えさせる。 

□発表した考えに足りないと

ころや間違いがあったら，

みんなで続きを考えたり，

付け加えたりしていく。 

□友達の説明を聞いて，わか

らないことや疑問に思った

ことは納得するまで質問を

するよう促す。 

□聞いている子に聞き直しを

して，理解度を把握する。 

 

□4 号機を出すことで，単位

量の比べ方の効率の良さに

気付かせる。 

◎これらの考え方のうち「は

かせどん」（速く，簡単，

正確な，どんなときでも使

える方法）はどれだろう。 

☆観点をもとに複数の考え方

を比べ，自分なりに良いと

思った方法を考える。 

【思ア①多面的にみる】 

□「はかせどん」に選んだ理

由を，本時で出た考えの言

葉や数字や図などをもとに

して考えさせる。 

◆混みぐあいについて,単位

量あたりの大きさなどを用

１㎡や１人を
求めるには数
直線が活用で

きるな 

私の考えと
同じだな

（違うな） 

そんなやり
方気付かな

かった 

②③は数が大

きくなるな 

〇〇さんの考
えで，解いて

みたいな 

この場合は１
あたりが計算

しやすいんじ
ゃないかな？ 

②③なら，4号
機と比べ直し
だ 

ど の 考え も
「そろえる」
ことが共通し

ているな 

展
開
２
０
分 

－朝日小５年　算数－



 

◇評価規準の具体（評価方法：発言，ノート） 
【数学的な考え方】 
大いに満足できる（ＡＡ）：混みぐあいの比べ方や表し方を，単位量あたりの大きさを使って

求めることができ，単位量を使うよさを説明することができる。 
十分に満足できる（ Ａ ）： 混みぐあいの比べ方や表し方を，単位量あたりの大きさに着目し

て考え，今までの学習内容と関連付けたり，友達の発言なども生
かしたりしながら説明することができる。 

おおむね満足できる（ Ｂ ）：混みぐあいの比べ方や表し方を，面積か人数のどちらかをそろえ
るということに気付き，自分なりの考えをもつことができる。                                       

努力を要する児童への指導：人数と面積との関係を捉えやすいように，簡単な数値に置き換え
るなどして具体例を示し，思考を促す。 

 
 
 
 

いて比べる方法を考え，説

明することができている。 

（発言，ノート） 

7 本時の学習をまとめる 

 

 

 

8 確かめ問題を解く 

 P１１１ １ 

 

 

９ 確認問題の提示で次時への意欲をも

つ 

  

 

 

 

 

１０ 本時の学習をふり返る 

「日常生活の中で，この学習が使えそう

な場面はどんなことですか」 

  

 

 

 

□単位量あたりに収束しなく

ても，確かめ問題や確認問

題で，公倍数の大変さに気

付かせていく。 

(3)評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)板書計画 
９／９ｐ１０９  
「混みぐあい」       

●  ● 
●  

面積が同じなら 

人数が多い方が混んでいる  

●  ●       
●         ６㎡１８人 ６㎡１６人 ５㎡１６人 

           
          ○予 ・そろえる １㎡，公倍数，かけ算 
人数が同じなら        ・数直線 

面積がせまい方が混んでいる  ・図 

 ●●●  ● 

   ●  ● 

 

ならすと同じ 

一つの量だけでは比べられないときは，一方をそろえると比べることができる。
そのときに，一方を「１」にそろえると比べやすい。（単位量あたりの大きさ） 

旭川市と函館市の人口と面積から，２

つの市の混みぐあいを比べましょう。 
旭川市：335292 人 747 ㎢ 

函館市：256917 人 677 ㎢ 

1 ㎡にそろえ
てみようかな 

公倍数より
も１にそろ
えた方が計

算は楽かも 

これも面積
と人数だか

らら，同じ考
えでできそ
う 

公倍数だと
無理だなぁ 

○課  どのようにしたら比べられるか考え，説明しよう。 

1 号機 

 

２号機 

 

３ 号

機 

 

（ 児 童 の

考え） 

 

（ 児 童 の

考え） 

 
（ 児 童 の

考え） 

 

（ 児 童 の

考え） 

 

○ま一つの量だけでは比べられないときは，一方をそろ

えると比べることができる。一方を１にそろえると

比べやすい。 

終
末
５
分 

－朝日小５年　算数－



名
前

時
③
（
活
用
）

④
（
活
用
）

⑥
（
活
用
）

⑦
（
活
用
）

⑧
ま
と
め

学習内容

単
位
量
あ
た
り
の
考
え
を
使
っ
て
，

混
み
具
合
の
問
題
を
解
決
す
る
。

ど
ち
ら
の
畑
が
よ
く
と
れ
た
の
か
を
比
べ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
の
問
題
を
解
決
す
る
①

（
ペ
ン
キ
・
リ
ボ
ン
）

い
ろ
い
ろ
な
場
面
の
問
題
を
解
決
す
る
②

（
節
水
）

ま
と
め

レベル４

「
混
み
具
合
」
を
１
㎡
あ
た
り
と
１

人
あ
た
り
両
方
の
方
法
で
比
べ
，
式

の
意
味
を
説
明
す
る
。

「
ど
ち
ら
の
畑
が
よ
く
と
れ
た
の
か
を
」
を

１
㎡
あ
た
り
と
１
㎏
あ
た
り
の
両
方
の
方
法

で
比
べ
て
説
明
し
，
「
混
み
具
合
」
以
外
に

も
，
単
位
量
あ
た
り
の
考
え
方
が
使
え
る
こ

と
に
気
付
く
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
し
た

考
え
が
，
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
，
関
連
す
る
場
面
に
つ
い
て

説
明
す
る
。

学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
，
日
常
生

活
場
面
の
問
題
を
，
目
的
に
応
じ
て
筋

道
を
立
て
て
説
明
す
る
。

学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し

て
，
日
常
生
活
場
面
の
問
題

を
目
的
に
応
じ
て
筋
道
を
立

て
て
説
明
す
る
。

レベル３

「
混
み
具
合
」
を
１
㎡
あ
た
り
と
１

人
あ
た
り
両
方
の
方
法
で
比
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。

「
ど
ち
ら
の
畑
が
よ
く
と
れ
た
の
か
」
を
，

１
㎡
あ
た
り
と
１
㎏
あ
た
り
両
方
の
方
法
で

比
べ
，
説
明
す
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
，
未

知
の
数
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
，
式
の

意
味
を
説
明
す
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
目

的
に
応
じ
て
説
明
す
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を

も
と
に
目
的
に
応
じ
て
説
明

す
る
。

レベル２

「
混
み
具
合
」
を
１
㎡
あ
た
り
か
１

人
あ
た
り
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
比
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ど
ち
ら
の
畑
が
よ
く
と
れ
た
の
か
」
を
１

㎡
あ
た
り
と
１
㎏
あ
た
り
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
比
べ
，
説
明
す
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
，
未

知
の
数
量
を
求
め
る
式
が
わ
か
り
，
答
え

を
求
め
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
立

式
し
，
説
明
す
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を

も
と
に
立
式
し
，
説
明
す

る
。

レベル１

「
混
み
具
合
」
い
う
言
葉
の
意
味
が

わ
か
る
。

「
ど
ち
ら
の
畑
が
よ
く
と
れ
た
の
か
」
を
，

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
使
っ
て
考
え
て

い
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
考
え

て
い
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
も
と
に
考

え
る
。

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を

も
と
に
考
え
る
。

☆
一
つ
の
量
に
着
目
し
て
も
比
べ
ら
れ
な
い
と
き
は
，
ど
の
よ
う
に
し
て
比
べ
る
の
だ
ろ
う
。

５
年

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・シ
ー
ト

「
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
」

８
時
間

－朝日小５年　算数－


